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い
て
・
・
・
・
経
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士
熊
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相
場
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動
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原
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に
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衣

企
業
珠
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度
の
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士
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岡
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・
・
・
・
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士
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国
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船

腹

過

剰

問

題

の

意

義

|
|
附
、

で
ア
ン
ダ
数
授
の
在
見
に
費
す
る
批
評
に
鹿
ふ
|
|
|

島

日
Eヨ

太

耳E

-ー

舶
腹
描
剰
は
、
目
下
、
我
凶
に
於
て
、
重
要
問
題
の
一
つ
で
め
る
ば
か
り
で
は
な

P¥
買
に
、
大
戦
以
後
、
世

界
的
重
要
閣
閣
の
一
つ
で
あ
7
4
0

慌
っ
て
、
そ
の
針
策
は
、
各
闘
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
慨
に
久
し
〈
攻
究
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
闘
家
政
策
と
し
て
、
有
放
な
る
も
の
は
見
出
さ
れ
子
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
於
げ
る
傾
向

は
、
結
局
、
全
般
的
世
界
景
気
の
快
復
を
侠
っ
て
自
然
的
推
移
に
委
さ
ん
と
す
る
も
の
が
多
い
ゃ
う
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
世
界
景
気
の
快
復
ほ
、

い
づ
れ
の
日
に
来
る
炉
、
今
日
未
だ
造
時
し
得
，
き
る
有
様
で
あ
る
か
ら
、

舶
腹
過
剰
問
題
の
賓
際
的
調
策
の
研
究
は
‘
そ
れ
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
が
だ
め
、
愈
E
こ
れ
を
見
出
す
の
必

要
切
な
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

Q

そ
し
て
、
そ
の
封
策
な
る
色
の
は
、
各
幽
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
国
情
に
よ

h
ノ
て
異
る
べ
き
も
の
で
あ
り
・
そ
の
闘
が
世
界
海
運
界
に
占
む
る
地
位
に
よ
り
て
も
、
そ
の
闘
が
世
界
貿
易
上
に

占
む
る
地
位
に
よ
り
て
も
、
均
し
か
ら
.
ぎ
る
-
も
の
で
J

の
る
、
殊
に
、
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
闘
が
、
国
民
の
物
的

生
活
の
上
に
於
て
、
外
岡
貿
易
を
重
要
視
す
る
や
否
や
は
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
岡
家
が

E
れ
だ
け
の
犠

勝
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
血
管

一一一四一

第

t虎

四



船
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

四

第
三
掛
川

四
四

牲
を
梯
ふ
か
の
態
度
を
決
定
す
る
所
の
重
大
な
る
鍵
合
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、

段
た
る
も
の
を
決
定
す
る
に
大
な
る
開
係
ぞ
も
つ
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
ま
だ
こ
の
問
題
解
決
の
手

併
し
乍
ら
、
他
の
如
何
な
る
問
題
に
於
け
る
と
同
様
に
、
こ
の
問
題
の
場
合
に
於
て
も
、
問
題
と
し
て
居
る
所

の
『
舶
脱
過
剰
』
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
正
確
に
認
識
す
る
こ
と
は
、
問
題
を
解
決
す
る
七
め
の
、
そ
し

て
解
決
掛
策
佐
見
出
す
，
か
た
め
の
、
基
本
的
な
る
事
柄
で
め
る
。
問
題
と
す
る
所
の
事
柄
が
、
如
何
な
る
も
の
で

る
カa

;¥♂ 
¥， 

n!j; 
liiI! 

C.，I-
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山
和
し
お
れ
に
り
ト
リ
た

f
b
h
y
'
d
、
ト
口
，

d
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円

f
コ4

じ
い
ち

z

m
μ
J
、v
f
/
し
』
ノ
、
v
a
v
d
d
r
t
y
d
d
d
t

，t
p
t
r
r
V
4
J
2
《
、
司

h
f
L
V
-
J
L

そ
れ
故
、
在
は
、
我
闘
に
於
け
る
舶
腹
過
剰
の
解
決
策
を
求
な
る
の
基
本
的
前
提
と
し
て
、
謂
は
ゆ
る
舶
腹
遇

剰
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
乙
こ
に
少
し
〈
遮
べ
た
い
と
思
ふ
。

一一

在
は
、
『
海
運
同
盟
論
』
に
於
て
、
舶
腹
過
剰
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
、
簡
単
な
が
ら
過
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
ぞ

れ
は
、
競
争
の
結
果
、
海
運
界
不
況
の
場
合
に
は
、
運
賃
は
ど
の
程
度
ま
で
下
る
も
の
で
あ
る
か
の
一
般
的
理
論

を
説
朗
す
る
に
営
っ
て
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
れ
を
引
用
す
る
。

『
海
運
事
業
に
於
て
は
、
競
争
の
結
果
、
市
場
運
賃
が
下
落
し
て
海
運
勢
務
の
生
産
費
を
償
は
ゴ
る
に
至
っ
て

も
、
そ
れ
が
繋
舶
勤
に
達
す
る
ま
で
は
、
船
舶
は
、
依
然
、
競
争
闘
係
の
裡
に
活
動
し
、
市
場
運
賃
が
引
槙
き

繋
舶
貼
又
は
そ
れ
以
下
に
下
る
に
及
ん
で
始
め
で
舶
舶
は
供
給
界
よ
り
離
脱
す
る
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
海
運

市
場
に
於
り
る
供
給
過
剰
、
す
な
は
も
、
舶
腹
の
供
給
過
剰
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
場
合
に
分
つ



て
、
そ
の
意
味
を
明
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
の
場
合
ほ
、
一
定
の
運
賃
に
於
げ
る
供
給
舶
腹
が
そ

の
蓮
賃
に
於
け
る
需
要
舶
腹
に
超
過
す
る
場
合
で
あ
っ
て
.
最
も
一
般
的
意
味
に
於
け
る
供
給
過
剰
で
あ
る
。

第
二
の
場
合
は
、
供
給
舶
腹
の
総
て
が
海
運
勢
務
生
産
費
以
上
の
蓮
賃
ぞ
要
求
す
る
と
せ
ば
、
そ
の
需
要
に
超

過
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
第
三
の
場
合
は
、
供
給
舶
臓
の
綿
て
炉
繋
舶
結
以
上
の
運
賃
を
要
求
す
る
と
せ
ば
、

そ
の
需
要
に
超
過
す
る
場
合
で
あ
る
。
第
二
の
場
合
と
第
三
の
場
合
と
は
、
第
一
の
意
味
に
於
げ
る
舶
腹
供
給

過
剰
の
特
殊
な
る
も
の
で
あ
る
o
』

舶
腹
過
剰
の
意
味
、
換
言
す
れ
ゴ
、
如
何
な
る
事
態
を
以
て
附
附
恨
の
供
給
遁
剰
と
昆
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
に
つ

い
て
の
な
の
見
解
は
、
右
に
揖
べ
た
る
が
如
〈
で
あ
る
。
即
ち
、
な
は
、
と
れ
佐
一
定
の
蓮
貨
準
『
と
必
然
的
閥
聯

に
於
て
見
る
の
で
あ
る
。

一
定
の
運
賃
奉
と
い
ふ
も
の
を
離
れ
て
は
、
舶
腹
の
供
給
過
剰
と
い
ふ
こ
と
は
意
味
を

な
さ
な
い
、
と
い
ふ
の
が
在
の
見
解
で
あ
る
。

こ
の
見
解
を
通
べ
だ
右
の
『
海
運
同
盟
論
』
の
一
節
ほ
、
こ
れ
そ
英
罪
し
て
、
我
が
京
都
帝
園
大
皐
鰹
梼
皐
部
紀

要
に
掲
載
し
た
。
キ

l
y
大
咽
半
数
授
へ
-
ア
ン
ダ
ー
博
士
は
、
こ
の
英
曹
を
基
と
し
て
、
そ
の
著
書
山
、
こ
れ
を
引

用
す
る
と
共
に
、
若
干
の
批
評
を
加
へ
ら
れ
て
居
る
。
併
し
へ
ラ
ン
ダ
散
授
は
、
私
が
右
の
三
つ
の
場
合
と
い
っ

た
の
そ
舶
腹
過
剰
と
い
ふ
事
態
の
三
つ
の
骨
骨
島
和
砂
恥
骨
と
解
さ
れ
た
。
併
し
、
そ
れ
は
、
英
誇
の
不
通
営

な
用
語
に
基
〈
諜
解
で
あ
っ
て
、
そ
の
英
語
の
梗
聞
を
し
た
な
に
、
も
と
よ
り
責
任
は
め
る
け
れ
ど
も
、
在
の
本

来
の
説
明
は
、

で
プ
ン
ゲ
教
授
の
解
揮
さ
れ
た
や
う
な
意
味
で
は
な
い
こ
ん
}
は
、
前
掲
の
日
本
文
に
於
て
明
か
で

品
加
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
瓦
巻

第

披

四

四l
五
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船
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

四
四

第

披

回
大

.
、
、
、
、

あ
る
、
即
ち
、
在
は
、
舶
腹
過
剰
と
い
ふ
こ
と
の
意
味
に
於
て
三
つ
の
場
合
め
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
め
っ
て
、

事
態
の
後
展
的
経
過
賦
態
と
し
て
は
、
右
の
第
二
と
第
三
の
も
の
と
の
二
つ
あ

J

る
だ
け
で
、
そ
の
ニ
?
伊
ι
合
せ
て

全
般
的
に
言
っ
た
も
の
が
第
一
の
意
味
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
迅
ベ
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
在
の
原
文
た
る
日

本
文
に
於
て
は
明
か
な
る
所
で
あ
る
土
思
ふ
。

併
し
、
右
の
詑
明
は
、
日
本
文
に
於
て
も
、
ロ
ピ
簡
単
に
遮
べ
で
あ
る
か
ら
、
ま
に
、
輸
時
期
せ

F
る
誤
解
の
起

b

?

i

'

P

}

町

と
在
、
刑
判
い
〈

l
v
rト

-士、
l
h
f
'
J
J
F
、

:
L
P
班

十

「

、

幹

U，
屯
り

7
ρ
d
日
u
h
c

r
J
「

l
ー

λ
J
l
t
h
k
，f
J
J
Z
且

S
E
R
-
-
、
t

h

t
〆

『

引

一

〈

E

A

d

で
フ
ン
グ
叡
軒
必
枇
-
許
は
、
長
級
仁
和
ふ
川

す
忍
。

一-一

舶
腹
過
剰
と
い
ふ
こ
と
を
、
最
も
一
般
的
な
意
味
に
於
て
見
る
な
ら
ば
、

一
定
の
蓮
賃
牽
に
於
て
供
給
せ
ら
4
9

る
舶
腹
が
、
同
一
の
運
賃
峯
の
下
に
於
て
存
在
す
名
所
の
舶
腹
需
要
よ
り
も
大
で
あ
る
と
い
ふ
場
合
で
あ
る
。
例

へ
ば
、

一
一
噸
十
固
と
い
ふ
運
賃
に
於
て
供
給
せ
ら
る
る
舶
腹
が
、
或
る
海
蓮
市
場
に
於
て
、
三
高
噸
で
あ
る
場
合

に
、
そ
の
市
場
に
於
て
そ
の
運
賃
に
於
て
需
要
せ
ら
る
る
舶
胞
が
二
高
噛
で
あ
る
場
合
に
は
、
ぞ
の
市
場
に
於
て

は
、
舶
腹
の
供
給
が
過
剰
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
謂
ふ
所
の
一
定
の
運
賃
は
、
現
買
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
市
場
運
賃
の
こ
と
で
あ
る
は
言
ム
ま
で
も
な

ぃ
。
市
場
運
賃
は
、
貨
物
の
種
類
に
よ

h
、
ま
た
、
仕
向
地
に
よ
り
て
異
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
、
抽
象
的
説
明

に
於
て
言
ふ
所
の
一
定
の
蓮
賃
と
い
ふ
や
う
な
一
般
的
普
偏
性
を
も
っ
運
賃
を
、
現
買
の
市
場
に
索
U
れ
ば
、
海



蓮
に
於
て
は
、
幸
ひ
に
も
、
期
間
傭
舶
料
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
営
る
需
で
あ
る
c

個
々
の
貨
物
の
、

個
々
の
仕
向
地
へ
の
運
賃
の
盤
動
は
、
綜
合
集
成
し
て
、
期
間
傭
舶
料
に
於
て
大
瞳
同
一
カ

1
グ
の
盤
動
と
な
っ

て
現
は
れ
る
。

ま
た
海
運
市
場
は
、
舶
舶
そ
の
も
の
が
、
時
間
的
に
俳
携
さ
へ
あ
れ
ば
、
'
如
何
な
る
港
か
ら
、
如
何
な
る
港
へ

で
も
、
自
由
に
移
動
し
得
る
・
も
の
で
あ
る
こ
と
色
、
各
揖
慈
市
場
は
、
通
信
機
関
を
以
て
、
極
め
て
密
接
に
連
絡

せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
と
に
よ
り
、
今
日
に
あ
り
で
は
、
或
租
度
に
於
て
は
、
殆
ど
一
つ
の
世
界
市
場
を
形
成
せ
る

の
賦
態
で
あ
る
、
一
そ
の
最
も
現
質
的
な
る
現
は
れ
は
、
吾
々
は
、
こ
れ
を
や
は
り
期
間
傭
働
市
場
ド
於
て
見
る
こ

-
ど
が
出
来
る
。
ぞ
れ
枇
f

勺
馴
澗
附
加
料
な
る
も
の
は
、

足
時
?
阻
止
z
b
i
H
匂
げ
司

:43牛
士
宮
1
F
ご
百
日
臨

T
7
3

「

j
a
3
7
う

f

r
t陪
I
l
r
l日
夕

L
U
+中
!

〆

hVIJ-f
，t
-
Hいい
2
4
p
(
1
3
1
〆

『

t

u

r

d

M

つ
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
舶
舶
に
も
個
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
運
用
す
る
海
運
業
者
に
も
個
性
が
あ
り
、
貨
物
の
仕
向
地
に
も

限
定
が
あ
り
、
貿
易
に
も
地
域
的
限
界
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
海
運
市
場
も
揮
然
た
る
一
つ
の
世
界
市
場
を

成
す
に
至
つ
て
は
居
ら
守
、
多
く
の
局
部
的
市
場
が
形
成
さ
れ
て
居
る
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
併
し
、
そ

の
局
部
性
は
、
周
遁
に
於
て
相
互
に
相
重
な
り
、
相
蓮
っ
て
や
は
り
一
つ
の
世
界
市
場
的
構
成
に
な
っ
て
居
る
こ

と
は
、
否
h
u

こ
と
が
出
来
な
い
所
で
あ
る
。

故
に
海
運
に
於
け
る
市
場
蓮
賃
は
、
最
も
多
〈
世
界
的
影
響
の
下
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
舶
腹
過

剰
と
い
ふ
こ
と
も
、
局
部
的
の
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
営
然
、
世
界
的
な
る
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
海
運

般
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

三
四
五

第

披

四
七



般
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

四
ノ、

第
三
披

四
/¥. 

に
於
け
る
景
気
の
消
長
も
、
亦
、
必
然
的
に
世
界
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
、
海
運
に
於
け
る
運
賃
は
、
そ
の
市
場
の
相

E
関
聯
性
の
た
め
に
、
世
界
的
性
質
若
し
く
は
一
般
的

性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
或
る
金
額
を
以
て
現
は
き
る
る
と
き
に
、
そ
の
運
賃
率
に
於
て
、
供
給
せ

ら
る
る
舶
腹
炉
、
同
じ
ぞ
の
運
賃
率
に
於
て
需
要
せ
ら
る
る
舶
躍
に
比
ぺ
て
大
な
る
と
き
は
も
舶
腕
の
供
給
が
遁

剰
な
の
で
あ
る
。
そ
し
亡
、
現
買
に
於
て
は
、
か
か
る
一
般
的
且
つ
世
界
的
運
買
な
る
も
の
は
、

JM越
の
加
〈
、

期
間
傭
船
料
に
於
て
、
こ
れ
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
現
買
の
最
も
具
瞳
的
な
る
問
題
に
引
直

L
て

説
明
す
れ
ば
、
市
場
に
於
て
取
引
せ
ら
る
る
期
間
傭
舶
料
に
於
て
、
供
給
舶
腹
が
、
需
要
舶
腹
に
超
過
せ
る
と
き

が
、
舶
腹
過
剰
な
る
と
き
で
あ
る
。

こ
れ
が
舶
腹
過
剰
の
一
般
的
意
義
で
あ
る
。

四

市
場
運
賃
は
、
|
|
期
間
傭
舶
料
を
合
み
に
る
意
味
に
於
て
1
1
1
競
争
の
結
果
と
し
て
、

一
つ
の
時
期
に
於
て

tま

一
定
の
債
額
に
於
て
定
ま
る
。
こ
の
市
場
蓮
貰
は
、
そ
の
同
一
金
額
の
も
の
が
、
舶
主
の
側
よ
り
見
れ
ば
、

そ
の
海
運
勢
務
と
し
て
舶
舶
を
提
供
す
る
の
原
費
(
海
運
労
務
生
産
費
)
と
の
開
係
に
於
て
、
頗
る
匝
々
に
る
状
態

に
あ
る
。
併
し
、
こ
れ
を
大
別
す
れ
ば
、
突
の
三
つ
の
外
に
は
出
な
い
e

市
場
運
賃
が
海
運
勢
務
の
提
供
に
要
す
る
原
費
よ
り
も
高
き
場
合
、
却
ち
そ
の
市
場
蓮
賃
は
、
舶
主
に
利

盆
を
輿
ふ
る
場
合
。



市
場
蓮
賃
が
海
運
輸
?
務
の
提
供
に
要
す
る
原
費
よ
り
も
低
き
場
合
、
卸
ら
そ
の
市
場
運
賃
に
て
取
引
す
る

こ
と
は
、
舶
主
に
と
り
て
損
失
な
る
場
合
、
こ
れ
に
は
ま
た
二
つ
の
場
令
が
あ
る
。

a 

そ
の
運
賃
に
於
て
取
引
す
る
こ
と
は
、
損
失
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
併
し
、
舶
舶
を
繋
舶
版
態
に
置
く
よ

り
は
得
な
る
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
運
航
の
損
失
が
繋
舶
の
経
費
よ
り
少
き
場
合
。

b 

そ
の
運
賃
に
於
て
取
引
す
る
こ
と
は
、
舶
舶
を
繋
舶
状
態
に
置
く
損
失
よ
り
も
、
一
層
そ
の
損
失
の
大

な
る
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
繋
舶
の
経
費
の
方
が
、
運
航
の
損
失
よ
り
色
少
き
場
合
。

市
場
運
賃
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
各
階
主
の
所
有
す
る
各
舶
舶
の
計
算
よ
り
見
れ
ば
、
そ
の
同
じ
運
賃

に
色
右
の
や
う
な
差
異
炉
あ
る
。
舶
主
が
或
蓮
賃
d

倍
以
て
、
ぞ
れ
に
於
て
自
己
の
楠
脱
営
供
給
す
べ
き
か
、
川
人
は

供
給
付
」
ざ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
場
合
の
標
準
は
、
大
睡
眠
、
右
の
三
つ
の
い
づ
れ
か
の
外
は
な
い
。

併
し
、
利
盆
が
な
け
れ
ば
舶
腹
の
供
給
を
肯
じ
な
い
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
、
換
言
せ
ば
、
少
し
に
で
も
損
失
で

あ
っ
て
は
、
そ
の
舶
腹
を
提
供
し
な
い
と
い
ふ
が
如
き
こ
と
は
、
海
運
界
が
好
景
気
で
あ
っ
て
、
運
賃
の
上
昇
期

に
あ
る
場
合
に
は
、
あ
り
得
る
所
で
あ
る
け
れ

E
も
、
運
賃
の
下
降
期
殊
に
海
運
界
の
不
況
時
に
は
、
あ
り
得
r
d

る
事
柄
で
あ
る
。

殊
に
、
舶
腹
の
遁
剰
が
経
済
界
の
問
題
と
な
る
は
、
海
蓮
界
の
不
況
の
時
に
限
る
。
ぞ
の
好
景
気
の
場
合
に

は
、
か
か
る
こ
'
ど
が
問
題
と
な
ら
な
い
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
不
況
時
に
於
て
は
、
如
何
な
る
舶
主
正
雄

色
、
利
盆
を
得
る
の
で
な
れ
ば
舶
腹
を
提
供
し
な
い
と
い
ふ
や
う
な
態
度
を
と
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。

一
般
的

般
腹
過
剰
問
題
白
意
義

第
三
十
五
巻

第

就

四
九

四
七

繋般由経費と運賃と白調係は、「海運ri.U盟論』入六頁以下、及び『海運賃李論』
一五三頁以下主見らるべし
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品
加
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

四
A 

第
三
披

五
Q 

巳
一
員
へ
ば
、

E
の
舶
主
も
或
程
度
の
損
失
は
む
し
ろ
僻
ぜ
。
さ
る
の
態
度
で
あ
る
。

勿
論
、
海
運
界
の
不
況
時
と
い
っ
て
も
、
総
て
の
船
舶
が
損
失
に
於
て
航
海
し
て
居
る
詳
で
は
な
い
。
利
益
を

率
げ
て
航
海
し
て
居
る
舶
舶
も
津
山
に
あ
る
。
併
し
、
中
に
は
、
損
失
に
於
て
航
海
し
て
居
る
も
の
も
少
か
ら
十

あ
る
。
殊
に
、
舶
舶
は
、
そ
の
構
造
、
能
率
、
燃
料
、
経
費
の
巧
拙
な
ど
の
如
何
に
よ
り
、
同
一
の
蓮
質
に
で
も

そ
れ
が
、

或
る
船
舶
に
は
利
益
を
奥
へ
、

他
の
舶
舶
に
は
損
失
を
輿
へ
る
と
い
ふ
閥
係
に
あ
る
こ
と
は
前
遮
の
知

く
で
あ
る
。
散
仁
川

!
:
}
l
i
f
'
L
Aめ

h

F
二
H
初

α干
仁
志

vl
H
り

h
h
哨
ヨ

f

t
川

事

ノ

戸

主

1
)
}
)
!
'
7
l
ド

L

矛
番
否
定
1
1
売
詳
I
V
I
E
2
1
4
u
u
t
L
d
t
ι

口
町
内
ト
に
叩
、
点
、

E
庇
h

昨

4
t
tノ
'
t
4
L

品
賞
品
{

し
て
居
る
も
の
も
あ
る
は
営
然
の
事
柄
で
あ
る
。

か
か
る
事
情
の
下
に
於
て
は
、
舶
主
は
、
或
程
度
ま
で
は
損
失
の
下
に
於
て
も
、
倫
ほ
甘
ん
じ
て
船
腹
の
提
供

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
抽
象
的
一
般
的
に
言
へ
ば
、
海
運
事
業
が
替
刑
事
業
で
め

る
以
上
は
、
損
失
の
下
に
舶
腹
の
提
供
を
な
す
と
い
ふ
こ
と
は
、
既
に
、
舶
腹
の
供
給
過
剰
を
意
味
し
て
居
る
。

市
場
に
於
け
る
供
給
の
限
界
に
あ
る
舶
舶
が
、
ぞ
の
海
運
勢
務
の
原
費
を
償
ふ
に
足
る
だ
け
の
運
賃
が
奥
へ
ら
る

る
や
う
に
、
需
要
と
供
給
と
が
適
合
し
て
こ
そ
、
舶
腹
の
供
給
に
過
剰
が
な
い
課
で
あ
る
。
故
に
、
若
し
.
か
の

正
常
債
格
論
的
な
意
味
に
於
て
、
舶
腹
の
供
給
過
剰
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
供
給
舶
腹
の
総

て
が
、
海
運
航
労
務
生
産
費
(
原
費
)
以
上
の
蓮
賃
を
要
求
す
る
と
せ
ば
、
そ
の
需
要
に
超
過
す
る
場
合
は
、
舶
腹
の

供
給
が
既
に
過
剰
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
舶
腹
過
剰
と
い
ふ
こ
と
の
第
二
の
意
義
で
あ
る
。

五



一
般
に
生
産
費
は
、
必
十
代
債
を
以
て
償
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
告
別
事
業
と
し
て
は
営

然
の
こ
と
で
あ
り
、
京
常
債
格
論
は
そ
れ
を
前
提
と
す
る
所
の
理
論
で
あ
る
。
海
運
券
務
の
提
供
に
要
す
る
原
費

も
亦
、
海
運
事
業
が
替
利
事
業
た
る
限
り
は
、
必
や
蓮
賃
を
以
て
償
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
、
現
賓
の
枇

曾
に
於
て
は
、
経
棟
上
の
利
害
の
打
算
が
、
海
運
業
者
の
左
様
な
態
度
を
と
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

い
な
、
ぞ
れ
は
海
運
業
者
に
限
ら
な
い
。
凡
そ
如
何
な
る
事
業
で
あ
っ
て
も
、
相
営
巨
額
の
資
本
を
固
定
的
に

投
下
す
る
を
要
す
る
事
業
に
あ
っ
て
は
、
皆
、
同
じ
で
あ
る
。
何
と
ぜ
れ
ば
、
か
か
る
事
業
に
あ
っ
て
は
、
縦
ひ
、

そ
の
事
業
の
活
勤
PT
一
時
中
止
し
て
も
、
ぞ
の
閲
定
お
れ
た
る
資
本
ぞ
具
現
す
る
所
の
も
の
|
|
設
備
、
機
械
等

ー
ー
の
現
状
保
お
の
に
め
一
定
の
総
費
'
ぜ
必
要
と
す
る
開
慌
か
ら
、
事
業
活
動
の
儲
績
が
、
唱
に
損
失
T
み
る
と

の
理
由
を
以
て
、
事
業
全
中
止
し
、
供
給
界
よ
り
脱
退
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
海
運
事
業
は
、
そ

の
頴
著
な
る
一
つ
の
例
で
あ
る
。

運
賃
が
縦
ひ
海
運
原
費
を
償
は
な
く
と
も
、
そ
の
差
額
印
ち
損
失
炉
、
葉
舶
の
場
合
に
要
す
る
鰹
費
、
|
|
郎

も、

ζ

れ
も
亦
損
失
で
あ
る
が
、
そ
の
謂
は
ゆ
る
繋
船
豊
用

l
ー
よ
り
も
少
き
と
き
は
、
そ
の
蓮
賃
の
下
に
於
て

航
海
す
る
方
一
炉
、
相
劃
的
に
は
得
で
あ
る
。
故
に
、
海
運
業
者
は
、
縦
び
航
海
が
損
失
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
繋

舶
費
用
よ
り
も
少
き
と
き
は
、
依
然
、
供
給
界
に
踏
み
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
現
買
で
あ
る
。
そ
し

え
そ
れ
は
、
如
何
な
る
海
運
業
者
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
管
利
事
業
で
あ
る
限
り
は
、

l
|損
失
を
な
る
べ
く

少
〈
喰
ひ
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら

l
lこ
の
事
情
よ
り
見
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

飢
加
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

三
四
九

第

披

五



飢
加
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

第
三
務

:Ji. 

一一一五

O

ぞ
れ
故
に
、
海
運
業
者
の
立
場
に
於
て
は
、
縦
ひ
航
海
す
る
こ
と
が
損
失
で
あ
っ
て
も
、
|
|
傭
舶
の
場
合
に

は
、
傭
舶
に
出
す
こ
と
が
縦
ひ
損
失
で
あ
っ
て
も
、

i
ー
繋
船
す
る
よ
り
も
得
な
る
限
り
は
、
そ
の
程
度
の
損
失

は
甘
ん
じ
て
、
所
有
舶
を
航
海
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
若
し
〈
は
、
傭
舶
に
出
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に

は
、
ぞ
の
舶
舶
は
尚
ほ
繋
船
貼
以
上
に
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
市
場
運
賃
が
下
っ
て
、
海
運
原
費
い
か
慣
は
れ

な
い
ま
で
に
な
っ
て
居
る
船
舶
が
め
っ
て
も
、

そ
れ
が
そ
の
舶
舶
の
繋
舶
鮎
佐
割
ら
な
い
限
h
ノは、

司
令
の
舶
舶

は
、
供
給
叩
叶
t
班
十
析
し
て
、
榔
説
活
動
J
M
c

融
制
J
O

お
も
山
山
円
で
あ
る
の
主
的
船
舶
は
、
正
申
制
和
論
的

ι一
員
へ
ば
.

供
給
過
剰
と
な
う
て
居
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

現
買
に
は
然
ら
や
し
て
供
給
界
に
あ
っ
て
活
動
す
る
も
の
で

め
る
。
そ
れ
が
現
貫
に
供
給
過
剰
と
な
る
が
に
め
に
は
、
運
賃
が
更
に
一
段
と
下
っ
て
、
そ
の
舶
舶
の
繋
船
勤
を

割
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
に
於
て
、
舶
腹
過
剰
と
い
ふ
こ
と
の
意
味
は
、
更
に
愛
展
し
て
第
三
の
も
の
と
な
る
。
卸
ち
、
供
給
舶
腹

の
綿
て
が
繋
舶
貼
以
上
の
蓮
賃
を
要
求
す
る
と
せ
ば
、
ぞ
の
需
要
に
超
過
す
る
場
合
そ
以
て
、
現
買
に
舶
腹
遁
剰

と
い
ふ
こ
と
と
な
る
。

現
賓
の
舶
腹
過
剰
は
、
か
し
ろ
、
か
か
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
舶
腹
過
剰
と
い
ふ
こ
と
を
、
舶
主

自
ら
が
救
摘
せ
ん
と
す
る
場
合
は
E

と
も
か
く
、
一
公
の
救
梼
が
問
題
と
な
る
の
も
、
か
か
る
場
合
の
舶
腹
過
剰
で
あ

る
。
舶
主
自
ら
が
救
持
せ
ん
と
す
る
舶
腹
過
剰
は
、

1

1
他
の
総
て
の
産
業
に
於
け
る
生
産
過
剰
の
場
合
と
同
様

に
、
ー
ー
ー
第
二
の
意
味
の
過
剰
で
め
る
。
こ
の
場
合
に
於
て
彼
等
は
、
多
く
は
、
ヵ

Y
-
プ
片
の
組
織
を
以
て
、
供

聖書船尉についでは、『海運周盟論』九二頁、及び『海:JfJI:率論』二O七買
を参照
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給
量
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
格
を
、
生
産
費
が
償
は
る
う
に
足
る
程
度
ま
で
、
ー
ー
ー
或
は
そ
れ
以
上
に
ま
で

も
、
引
上
げ
て
、
供
給
と
需
要
と
の
適
合

F計
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
円
低
の
均
一
沸
一
か
、
国
家
の
政
策
が
、
問
題

と
な
る
場
合
に
於
て
も
、
そ
の
事
業
炉
、
若
し
く
は
そ
の
産
業
が
、
主
と
し
て
園
内
的
の
・
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

-

l

例
へ
ば
我
が
闘
に
於
げ
る
農
業
中
小
商
工
業
等
の
攻
持
問
題
の
如
き
1

1
営
議
事
業
を
牧
盆
髄
に
ま
で
引
上

げ
る
こ
と
が
目
標
と
せ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
各
事
業
が
立
ち
行
く
こ
と
が
考
慮
せ
ら
れ
る
。

併
し
、
海
運
事
業
の
如
き
、
世
界
的
関
聯
の
あ
る
・
も
の
は
、
闘
内
の
事
業
者
を
牧
盆
酷
に
ま
で
保
護
救
掛
せ
ん

と
す
れ
ぽ
、
運
賃
を
陣
泡
し
て
居
る
所
の
、
世
界
的
な
る
舶
腹
供
給
の
遁
剰
部
分
を
供
給
界
よ
り
脆
退
せ
し
め
な

げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
成
る
一
同
の
政
府
炉
、
闘
技

J

倍
以
て
こ
れ
に
常
る
と
せ
ば
、
官
一
誠
幽
民
の
犠
牲
に
於

τ、

諸
外
国
の
過
剰
借
腹
の
救
摘
を
な
す
結
果
と
な
る
。
か
か
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
一
園
の
政
策
と
し
て
、
如
何
な

る
闘
に
於
て
も
、
問
題
と
も
な
り
得
な
い
。
故
に
、
海
運
事
業
の
如
き
、
世
界
的
産
業
に
あ
っ
て
は
、
一
公
の
救
済

が
問
題
と
な
る
所
の
舶
腹
過
剰
と
い
ふ
も
の
は
、
前
述
の
、
第
三
の
意
味
の
も
の
で
あ
る
。

.晶. 

./、

国
家
政
策
の
調
象
と
な
る
所
の
船
腹
過
剰
の
意
味
は
、
右
に
越
べ
に
る
が
却
〈
で
あ
る
。
こ
の
舶
腹
過
剰
問
題

の
解
決
、
或
は
そ
の
救
摘
は
、
供
給
制
限
に
よ
っ
て
運
賃
の
引
上
げ
を
策
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
現
在

の
運
賃
に
於
て
、
或
は
更
に
下
落
を
示
す
か
も
知
れ
な
い
所
の
崎
市
来
の
運
賃
に
於
て
さ
へ
も
、
損
失
な
く
し
て
航

海
し
得
る
や
う
な
、
原
費
の
少
き
舶
舶
を
、
海
運
業
者
を
し
て
、
も
つ
こ
と
を
得
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
何
と
な

船
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

五

第

軍軍

五



船
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過
剰
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題
の
意
義

第
三
十
五
巻

三
五
二

第

務

五
回

れ
ぱ
、

一
闘
の
力
を
以
て
世
界
舶
腹
の
供
給
を
左
右
し
得
る
も
の
で
な
く
、
世
界
運
賃
ぞ
引
上
げ
得
る
も
の
で
も

な
い
か
ら
で
あ
る
。

卸
ち
、
岡
家
政
策
と
し
て
船
腹
過
剰
問
題
の
解
決
は
、
運
賃
ぞ
引
上
ぐ
る
こ
と
そ
目
的
と
す
る
所
の
、
過
剰
舶

胞
を
供
給
界
よ
り
取
去
る
こ
と
で
は
な
く
、
過
剰
舶
胞
に
封
し
で
は
、
士
一
吉
、
現
賓
供
給
を
跨
迫
せ

.5
る
蕗
置
を

と
る
と
共
に
、
か
〉
る
過
剰
舶
胞
と
な
っ
て
居
る
や
う
な
海
運
勢
務
生
産
費
の
高
き
舶
臨
の
代
り
に
、
そ
の
低
き

品
川

N
J
J
M
r

以
七
こ
れ
に
代
は
ら
し
り
る
'
」
?
と
営
段
附
す
〆
心
に
あ
る
。
一
県
吉
サ
.
は
も
'
」
の
問
題
に
劉
寸
る
基
本
的
解
決

策
は
、
不
況
時
切
り
抜
け
の
一
般
原
則
の
例
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
、
そ
の
原
則
に
従
ふ
の
外
な
き

も
の
で
あ
っ
て
、
却
ち
、
運
賃
の
引
上
げ
を
策
す
る
の
で
は
な
く
、
機
械
的
改
良
に
よ
り
生
産
費
の
引
下
げ
を
講

守
る
に
め
る
の
で
あ
る
。

過
剰
舶
腹
を
、
現
賓
の
供
給
界
の
座
追
左
な
ら
な
い
方
法
に
於
て
蕗
置
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
れ
を
解
憧
せ
し

む
る
よ
り
外
に
は
な
い
。
外
国
へ
責
梯
ふ
と
い
ふ
こ
と
も
、

一
闘
の
過
剰
舶
腹
を
慮
分
す
る
一
方
法
で
あ
る
け
れ

E
も
、
こ
の
方
法
は
、
現
貫
供
給
の
鹿
迅
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
か
う
で
あ
る
。
ー

l
今
日
か
〉
る
繋
舶
賠
前
後

に
あ
る
舶
舶
を
貰
却
す
る
と
せ
ば
、
そ
の
代
債
は
、
買
手
が
今
日
の
蓮
賃
に
於
て
、
若
し
く
は
、
牌
来
の
一
屠
の

下
落
を
見
越
さ
れ
た
る
運
賃
に
於
て
も
、
こ
れ
を
運
用
し
て
引
合
ふ
や
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
〉
る

代
債
を
以
て
で
な
け
れ
ば
、
き
う
い
ふ
や
う
な
舶
舶
を
買
入
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
み
す
み
す
、
損
失
の
肩
代
り

を
す
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
今
日
、
左
様
な
能
率
の
悪
い
柵
姻
の
買
手
ぞ
見
付
け
る
こ
と
は
、
ぞ



の
事
柄
白
瞳
が
既
に
甚

r困
難
で
め
る
け
れ
ど
も
、
服
令
、
そ
れ
ぞ
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
て
も
.
そ
の
代
債
は

右
の
や
う
な
安
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
若
し
左
様
な
安
い
代
債
で
買
却
し
た
と
す
れ
ば
、
ぞ
の

舶
舶
は
責
却
以
前
に
あ
っ
て
は
、
葉
紬
貼
を
上
下
す
る
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
責
却
以
後
は
、
固
定
資
本

費
が
非
常
に
少
く
な
っ
て
居
る
か
ら
、
従
び
蓮
航
費
そ
の
他
は
同
一
で
あ
る
に
し
て
も
、
海
軍
原
費
は
著
し
く
低

下
し
た
も
の
と
な
っ
て
居
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
元
の
持
主
た
る
責
手
と
同
じ
立
場
に
あ
る
園
内
舶
主
に
掛
し

て
、
矛
を
逆
に
し
て
向
び
来
る
所
の
、
有
力
な
る
競
争
者
と
な
る
。

過
剰
舶
眼
中
川
ι
外
国
へ
貰
却
し
な
い
で
、
こ
れ
念
慮
分
す
る
方
法
と
い
へ
.
は
、
解
悼
の
外
ば
な
い
。
際
舶
と
な
っ

て
居
る
過
剰
剛
山
脱
の
持
主
は
、
慣
は
、
運
賃
が
久
し
〈
回
復
し
な
い
場
合
に
は
、
蝶
舶
費
の
盟
山
積
負
探
に
耐
え
や

し
て
、
自
ら
遂
に
は
こ
れ
を
解
韓
す
る
か
、
ま
た
は
、
前
越
の
や
ろ
に
、
ぞ
の
酷
債
や
一
非
常
に
見
切
っ
て
、
他
へ

責
却
す
る
か
、

い
づ
れ
か
の
道
を
と
る
の
外
な
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
も
正
常
債
格
論
的
に
言
へ
ば
、
蓬

に
は
、
お
の
づ
か
ら
解
決
す
る
問
題
で
あ
る
。

併
し
、
般
債
そ
見
切
っ
て
貰
放
っ
と
い
ふ
こ
と
は
、
前
越
の
如
〈
、
既
存
の
現
賓
供
給
舶
腹
に
罰
し
て
、
有
力

な
る
競
争
者
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
運
賃
を
こ
の
上
更
に
下
落
せ
し
め
る
・
も
の
で
あ
っ
て
、
海
運
界
の
不
況
を
救

摘
す
る
と
い
ふ
問
題
の
解
決
と
は
な
ら
中
、
却
っ
て
こ
れ
皐
グ
二
層
悪
化
せ
し
な
る
こ
左
う
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
、
舶
主
が
自
ら
そ
の
所
有
舶
を
解
臆
す
る
を
侠
つ
と
い
ふ
こ
土
は
、
何
等
こ
の
問
題
を
積
極
的
に
解
決
す
る
こ

と
〉
は
な
ら
や
、
そ
の
聞
に
舶
主
の
自
滅
を
侯
つ
が
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
か
く
て
は
、
経
験
あ
り
手
腕
あ
る
所

般
腹
過
剰
問
題
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意
義
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三
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五
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五
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船
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

Eζ 

四

第

披

主
六

の
.
堪
能
な
る
海
蓮
粧
管
者
を
失
ふ
こ
と
に
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
な
い
。
殊
に
、
舶
腹
過
剰
問
題
は
、
帯
蓮
舶
隊
の

改
造
の
問
題
を
越
へ
て
、
今
日
で
は
既
に
貫
は
人
間
の
救
簡
の
問
題
と
な
っ
て
居
る
。
賠
主
と
、
舶
舶
乗
組
員

と
、
海
運
事
務
員
と
、
そ
の
他
多
数
の
海
蓮
関
係
に
よ
っ
て
生
活
せ
る
も
の
を
、
救
梼
せ
ん
と
す
あ
の
問
題
と
な

っ
て
居
る
。
故
に
、
不
艇
掛
船
舶
の
所
有
者
自
身
が
、
そ
の
事
業
と
共
に
自
滅
し
て
、
多
数
の
従
業
者
と
共
に
己

ぴ
行
く
こ
と
を
侯
つ
こ
と
〉
な
る
所
の
、

舶
主
自
ら
の
積
極
的
賛
意
に
よ
る
所
有
舶
の
解
鰹
ぞ
以
て
は
、
現
下
の

海
盟
問
問
削
は
こ
れ

k
解
決

J

科
心
も
の

γ"
は
な
い
。
こ
う
じ
於
て
、
副
部
川
町
一
品
開
一
動
じ
よ
る
餅
憾
の
方
誌
が
残
る

r

げ
と
な
る
。

七

過
剰
船
腹
の
底
分
と
し
て
は
、
右
の
如
〈
、
結
局
、
解
障
の
外
な
き
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
、
軍
に
そ
れ
ぞ
解

檀
す
る
だ
け
で
は
、
た
い
し
た
意
味
を
も
た
な
い
。
解
瞳
は
、
繋
舶
に
よ
る
所
の
一
揖
失
累
加
を
避
け
る
た
め
に
、

営
該
船
舶
の
見
積
債
額
の
一
部

AZI--若
し
く
は
、
そ
の
大
部
分
ぞ

l
l楠
棄
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
解
瞳
せ
ら
石
〉
舶
舶
は
、
繋
船
々
腹
で
あ
る
か
ら
、
従
ひ
、
潜
在
的
供
給
左
し
て
は
.

現
賞
供
給
に
劃
し
て
隠
れ
た
る
意
味
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
封
し
て
直
接
競
宰
闘
係
に
あ
る
も
の
で
な
い
か

ら
、
解
樺
と
い
ふ
こ
と
は
、
海
運
全
般
の
構
成
か
ら
見
て
も
、
そ
の
現
役
舶
腹
に
、
何
等
の
改
善
を
背
ら
す
所
が

あ
名
静
で
も
な
〈
、
営
該
海
運
業
者
に
於
て
も
、
事
業
上
の
活
力
が
奥
へ
ら
れ
た
こ
と
〉
も
な
る
の
で
は
な
い
。

故
に
、
海
運
政
策
と
し
て
は
、

一
方
に
於
て
遁
剰
舶
腹
の
解
睦
を
な
す
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、
こ
れ
に
代



る
に
優
秀
舶
を
以
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
、
こ
の
場
合
に
謂
ふ
所
の
優
秀
舶
と
は
、
決
し
て
豪
華
舶
の

こ
と
で
は
な
い
。
経
営
上
よ
り
見
に
る
優
秀
加
で
J

の
る
。
ぞ
れ
は
、
蓮
カ
も
相
営
蓮
き
こ
と
を
要
す
る
。
噸
載
も

齢
、
り
少
く
て
は
い
け
な
い
。
併
し
、
閉
じ
て
浮
べ
る
宮
殿
や
海
上
帝
都
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
蓮
力
も
舶
型
も

構
造
も
設
備
も
、
す
べ
て
み
な
寵
静
的
な
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
、
現
在
の
運
賃
の
下
に
於
て
、
い
な
、

持
来
一
層
の
下
落
を
見
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
運
賃
の
下
に
於
て
も
、
向
ほ
、
損
失
な
〈
、
蓮
航
し
得
る

所
の
舶
舶
で
あ
る
こ
と
が
絶
封
的
に
必
要
で
あ
る
。
一
一
日
ひ
換
ふ
れ
ば
、
固
定
費
も
、
鰹
管
費
も
、
航
蓮
費
-
毛
、
組

て
を
見
積
っ
て
、
そ
の
海
運
労
務
生
産
費
が
、
右
の
蓮
賃
以
下
で
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
、
建
造

せ
ら
れ
る
舶
舶
が
、
少
〈
と
も
今
日
の
運
賃
に
於
て
相
営
の
利
盆
を
泉
げ
る
・
も
の
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
白

明
の
事
棋
で
あ
る

U

か
〈
て
、
低
能
率
舶
の
解
瞳
と
経
済
的
優
秀
舶
の
建
造
と
、
艦
民
方
並
行
し
て
、
岡
家
補
助
の
下
に
、
海
運
舶
隊

の
構
成
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
今
日
に
於
け
る
異
の
意
味
の
過
剰
舶
腹
問
題
の
解
決
で
あ
る
。
併
し
、
こ
の
場
合

に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
新
ら
た
な
る
経
掛
的
優
秀
舶
が
建
造
せ
ら
る
〉
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
り
で
厚
遁
せ
ら
れ

て
、
繋
舶
結
以
下
に
追
込
ま
る
冶
舶
胞
の
生
十
る
こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
、
今
日
に
於
て
は
、
備
ほ
、
市
場
運
賃
が

繋
舶
結
以
上
に
あ
る
一
か
た
め
、
航
蓮
し
て
居
る
舶
舶
色
、
新
ら
た
に
、
今
日
の
蓮
賃
に
於
て
色
尚
ほ
若
干
の
利
益

あ
る
船
舶
が
競
争
者
と
し
て
現
れ
だ
る
暁
に
於
て
は
.
市
場
運
賃
は
、
船
腹
需
要
の
側
に
格
別
の
麗
化
な
し
と
せ

ば
、
競
守
の
た
め
幾
分
引
下
げ
ら
る
〉
結
果
と
し
て
、
そ
の
繋
船
貼
以
下
に
落
ち
込
む
こ
と
が
あ
る
も
の
と
見
な
け

船
腹
過
剰
問
題
の
意
義

三
五
五

第
三
十
五
巻

第
三
披

五
七

ζ れらの経費白意味は、「海運賃卒論』一五三頁以下を見らるべし
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巻
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れ
ば
な
ら
ぬ
リ
か
〉
る
舶
舶
は
、
優
秀
経
梼
舶
建
造
の
犠
牲
と
な
っ
士
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
理
論
的
正
義
よ
り

言
へ
ば
、
解
睦
補
助
金
は
か
し
ろ
か
〉
る
舶
舶
の
所
有
者
の
た
め
に
、
下
附
せ
ら
る
〉
理
由
が
あ
る
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
見
地
よ
ち
す
れ
ば
、
解
睦
補
助
金
は
、
慨
に
繋
舶
せ
ら
れ
て
居
る
船
舶
よ
り
も
、

U
し
ろ
、
鼎
に
繋
舶
貼

に
落
ち
込
ま
ん
と
す
る
舶
舶
に
優
先
的
に
奥
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
既
に
繋
舶
し
て
居
る
舶
舶
は
、

ぞ
れ
が
現
貫
じ
繋
附
臨
訟
制
つ
ー
日
川
る
も
の
と
認
め
て
芳
文
れ
な
き
も
の
で
Jρ

いおい炉、

端、
k
脚
内
舶
せ
A
V
f

し
吋
“
運
航

し
て
居
る
舶
舶
に
あ
っ
て
は
、

そ
れ
が
市
場
蓮
賃
に
罰
し
て
果
し
て
如
何
な
る
閥
係
に
あ
る
か
を
正
確
に
知
る
こ

と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
、
理
論
的
立
場
は
と
も
か
く
、
賓
際
的
政
策
に
於
て
は
、
解
鰹
せ
ら
る
べ
き
舶

舶
の
選
定
は
、
こ
れ
を
舶
主
自
身
に
任
し
、
そ
の
選
定
し
た
る
も
の
¥
↑
中
よ
り
、
政
府
が
監
督
的
立
場
に
於
て
夏

に
調
査
し
決
定
す
る
の
方
法
を
と
る
の
外
は
な
い
。

併
し
乍
ら
、
こ
の
政
策
に
於
て
、
政
府
の
監
督
の
一
層
望
h
u
べ
き
は
、
建
造
船
舶
の
設
計
で
あ
る
。
若
し
そ
の

設
計
が
、
運
賃
市
場
と
の
閥
係
に
於
て
鰹
持
的
と
い
ふ
要
件
。
ど
快
〈
場
合
に
は
、
こ
の
闘
家
国
民
の
犠
牲
に
於
て

行
ふ
所
の
政
策
が
無
意
味
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
要
件
を
充
す
こ
と
が
、
こ
の
海
運
政
策
に
於
て
は
眼
目
を

な
す
所
で
あ
る
。

A 

私
は
、
右
に
通
ぶ
る
が
如
く
も
.
過
剰
舶
脱
問
題
の
理
論
的
意
義
に
於
て
も
、
ま
に
、
そ
の
賓
際
的
解
決
に
於
て
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そ
の
知
る
限
h
ノ
に
於
て
、
舶
腹
過
剰
問
題
を
原
理
的
に
詳
細
に
取
扱
つ
だ
所
の
た

Y

一
人
と
し
て
在
を
紹
介
せ
ら
れ
た
こ
と
を
、
甚
だ
光
柴
と
す
る
所
で
あ
り
、
且
つ
、
こ
の
問
題
に
か
冶
る
意
味
を

ytha
、

1
l
 
ヘ
ラ
ン
グ
教
授
が
、

奥
へ
て
提
出
し
た
こ
と
に
費
し
て
戚
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
言
は
れ
た
の
に
は
、
全
く
恐
縮
の
外
な
き
所
で
あ

る
。
併
し
、
同
教
授
は
、
在
の
見
解
を
そ
の
ま
冶
に
探
用
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
見
解
は
寸
分
析
的
債
格

論
に
於
て
は
甚
だ
役
立
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
舶
腕
過
剰
と
い
ふ
が
如
き
具
瞳
的
な
事
象
に
か
う
る
考
へ
方
を
持

ち
込
ま
ね
ば
な
ら
口
と
は
信
じ
な
い
。
そ
れ
は
理
論
的
な
考
へ
方
を
賞
際
問
題
に
持
ち
込
む
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら

?
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
反
相
判
明
し
あ
る
。
』
と
し
て
、
別
に
、
白
分
の
見
解
を
立
て
ら
れ
た
o

併
し
、
私
よ
り
こ

れ
ぞ
見
れ
ば
、
そ
の
批
評
は
、
私
の
誕
の
英
課
の
不
埴
常
な
る
に
原
悶
ず
る
の
で
あ
っ
て
、

ヘ
ラ
ソ
グ
数
授
の
見

解
は
、
在
の
設
と
何
等
異
る
所
な
〈
、
む
し
ろ
そ
の
見
解
に
は
、
分
析
的
に
見
て
、
重
復
の
跡
あ
る
を
蓮
戚
と
す

る。

九

今

ヘ
ラ
ン
グ
数
授
の
見
解
を
繍
課
す
れ
ぽ
突
の
如
く
で
あ
る
。

『
私
は
、
ぞ
れ
〔
小
島
の
説
〕
の
代
り
に
舶
腹
過
剰
を
衣
の
諸
場
合
に
分
ち
得
る
と
思
ム
。

一
、
経
管
費
を
償
ふ
に
足
り
、
若
し
く
は
術
ほ
そ
れ
以
上
に
上
っ
て
居
る
け
れ

E
も
、
舶
舶
資
本
の
牧
盆
性
肝

寄
せ
ら
れ
て
居
る
場
合
。

二
、
繋
舶
に
よ
る
損
失
よ
り
は
少
い
け
れ
ど
も
、
舶
腹
寵
替
に
損
失
が
あ
る
場
合
、
併
し
そ
れ
故
、
経
替
は
引

艇
腹
過
剰
問
題
目
意
義

第
三
十
五
巻

三
五
九

第
三
披

占ノ、



般
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

一六

O

第

競

ム
ノ、

績
き
行
は
れ
て
来
る
場
合
。

三
、
繋
舶
の
場
合
、
即
ち
舶
舶
の
軽
楼
に
よ
る
損
失
よ
り
も
繋
一
船
費
の
方
が
少
い
か
ら
、
積
極
的
の
舶
舶
経
替

の
停
止
が
選
ば
れ
る
場
合
』

で
フ
Y

グ
敢
皿
は
ほ
、
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
三
つ
が
、

い
づ
れ
も
一
定
の
一
運
賃
と
閥
聯
し
て
の
こ
と
な
る
を
明

言
は
し
て
居
な
い
が
、
そ
の
然
る
こ
と
は
、
理
論
上
営
然
の
こ
と
で
あ
，
o
。
そ
し
て
、
こ
〉
に
少
し
く
こ
れ
を
註

罪
す
れ
ば
、
そ
の
第
一
の
場
合
に
於
て
『
舶
舶
資
本
の
牧
盆
性
が
害
せ
ら
れ
て
居
る
』

(
E
R与
問
巾
児
門
N
S
同
ggσ

ー

富
山
門
己

g
F
E
F
Z
Z
E
1
S
F
)
と
い
ふ
の
は
、
在
の
海
運
経
費
の
分
類
よ
り
言
へ
ば
、
固
定
費
に
営
る
も
の
.
か
償

は
れ
て
居
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
海
運
勢
務
提
供
の
会
経
費
(
C
)
は
、
固
定
費
(
/
)
正
、
解
管
費
(
問
)
と

航
運
費
(

M

)

と
よ
り
成
る
と
し
て
居
る
。
即
ち
、
内
H
H
¥
十
刊
誌
+
誌
で
あ
る
。

そ
し
て
、
繋
舶
に
要
す
る
樫
曹
を
、

(
¥
+
S
-
)
と
し
、
運
賃
、
若
し
く
は
運
賃
肱
入
を
E
と
す
れ
ば
、

へ
-
フ
ン
グ
数
授
の
謂
は
ゆ
る
目
立
『
-mrro伊丹
2

は
、
在
の
聞
と
却
を
合
h
u
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
岡
敬
授
が
分
か
た
れ
た
三
つ
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
衣
の
如

t

に
な
る
。

第
一
の
場
合

同
町
〈
(
¥
十
ミ
+
ミ
)
併
し
h
〉
(
ミ
十
に
)

第
二
の
場
合

〔
(
3
4
b
+
ロ
)
l
h
〕
ハ
(
¥
十
ミ
)
併
し
同
〉
〔
(
ミ
ミ
)
+
ど
〕

第
三
の
場
合

同
ハ
〔
(
¥
+
ミ
+
と
)
l
(
¥
+
ミ
)
〕
即
ち
同
〈
〔
(
ミ
ミ
)
+
ミ
〕

へ
-
プ
ン
ダ
敢
授
の
詑
は
、
ぞ
れ
故
に
、
海
運
活
動
を
な
せ
る
船
舶
の
う
ち
に
、
有
も
、
市
場
運
賃
に
於
て
、
そ



の
全
経
費
を
償
は
な
い
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
師
に
舶
腹
の
過
剰
を
来
せ
る
色
の
と
見
る
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ

が
、
そ
の
第
一
の
場
合
で
め
る
。
然
し
乍
ら
‘
か
、
る
事
態
は
、
巌
密
な
る
経
梼
的
意
味
、
殊
に
、
正
常
債
格
論

的
意
味
に
於
て
は
、
舶
腹
過
剰
で
あ
る
け
れ
ど
も
.
現
買
に
於
て
は
、
か
〉
る
舶
腹
過
剰
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

現
買
の
問
題
と
し
て
は
、
前
に
詳
し
〈
謹
べ
た
る
如
〈
、
繋
船
勤
を
目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
経
費
を
償
は

な
い
で
航
海
が
損
失
で
あ
っ
て
色
、
そ
の
損
失
の
斑
度
が
、
繋
舶
酔
組
合
割
れ
る
や
否
や
、
印
ち
E
，
か
(
詰
|
器
、
)
+
a

'T
割
れ
る
や
否
や
に
よ
っ
て
、
舶
腹
が
過
剰
せ
る
や
否
や
の
匝
別
勤
と
す
べ
き
で
あ
る

3

故
に
、

ヘ
ラ
シ
グ
致
授
の
前
禍
の
三
場
合
は
、
市
場
運
賃
の
下
落
に
従
っ
て
起
る
所
の
、
舶
腹
遁
剰
の
理
論
的

後
展
過
程
と
し
て
は
、
有
意
義
の
事
柄
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

現
買
の
問
題
と
な
り
.
圃
家
政
策
の
封
象
と
な
る
所
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l
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ラ
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l
M
I
m
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-
1
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'
I
W

C
W則
剤
薬
(
ル
判
七
お
力
中
古
町
カ

l
寸

J

お
れ
沈

l

u

銑

-
l
r
熱
二
j
トし

『
叫
担
比
A

で
あ
あ
灯
れ
ど
も

h

山
阿
は
市

場
運
賃
が
、
繋
舶
勤
以
上
に
あ
ろ
場
合
』
と
い
ふ
に
一
括
す
れ
ば
足
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
と
、
同
教
授
の
い

は
ゆ
る
第
三
の
場
合
と
を
匝
別
し
て
調
照
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。

O 

で
ア
ン
ダ
数
授
は
、
在
の
設
を
以
て
舶
腹
遁
剰
と
い
ふ
こ
と
の
三
つ
の
後
展
的
経

過
扶
態
を
匝
別
す
る
色
の
と
解
し
た
。
そ
れ
故
に
、
ぞ
の
解
梓
が
基
礎
と
な
っ
て
、
前
掲
の
批
評
が
生
れ
る
と
共

前
に
一
言
し
た
る
が
却
〈
、

に
、
数
授
自
身
の
読
も
亦
愛
展
的
経
過
状
態
と
し
て
、
舶
腹
過
剰
に
三
つ
の
場
合
を
匡
別
し
て
遮
べ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
併
し
、
私
自
身
は
貫
は
、
同
数
授
の
解
さ
れ
た
如
〈
、
三
つ
の
愛
展
的
経
過
航
鵡
を
匝
別
し
た
の
で
は
な

艇
腹
過
剰
問
題
目
意
義

第
三
十
五
巻
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般
腹
過
剰
問
題
の
意
義

第
三
十
五
巻

ムノ、

第

務

四

〈
、
市
場
運
賃
が
繋
舶
賠
'
と
い
ふ
も
の
を
割
つ
で
居
る
や
否
ゃ
を
標
準
と
し
て
、
一
一
つ
の
事
態
を
匝
別
し
に
に
逼

ぎ
な
い
。
た
Y

こ
の
二
つ
は
、

い
づ
れ
も
、

一
般
的
贋
き
意
味
に
於
て
船
腹
過
剰
と
い
は
る
う
場
合
に
常
る
と
し

て
、
こ
の
庚
き
意
味
の
船
腹
過
剰
と
、
そ
の
意
味
に
合
ま
る
〉
所
の
、
併
し
、
そ
の
意
味
の
も
の
を
一
般
の
も
の

、
、
、

と
せ
ば
、
そ
れ
の
特
殊
な
る
も
の
と
し
て
、
右
の
二
つ
の
事
態
を
、
更
に
匝
別
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
意
味
と

し
で
は
、
虞
義
の
も
の
と
、
第
一
狭
義
の
も
の
と
、
第
二
狭
義
の
も
の

t
、
こ
の
三
つ
に
分
っ
た
の
で
あ
る
け
れ

r
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別

項

河

〈

部
二
靴
議
の
船
問
、
過
剰

t
の
ご
り
あ
る
ピ
り
さ
め
る
c

右
の
説
明
は
、

在
の
論
文
の
英
静
に
於
て
は
、

一
般
的
贋
義
の
も
の
は
第
一
義
と
し

吋一ど凶

ー-u; 

円
}
同
町

戸

-
M
Z
h伊

B
m
h
g
z
m
o
『
m
M
n
巾
白
山
D
『
門
Cロ
ロ
担
問
中
国
Z

勺立可

と
課
さ
れ
、
こ
れ
に
合
ま
る
冶
第
一
狭
義
及
び
第
二
狭
義
の
も
の
は
、

第
二
義
及
び
第
三
義
と
し
て
、
右
の
庚
義
に
劃
す
る
聞
係
は
吋
-
5
印
町
円
。
円
三
日
一
三
E
E
5
2
2
一
=
宮
出
『
巾
2
5
0
?

与
一
z
q
色
町
〈
町
一
O℃
5
2
E
C
ご
}
お
守
山
門
と
課
さ
れ
て
あ

J

る
。
故
に
在
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
斥
5
-
c
吉岡
2
2
と
い
ふ

の
は
、
こ
の
英
文
に
あ
っ
て
も
号
〈
己
毛
B
E
Z
C
『
Z
5

呂
町
山
=
】
=
m

の
こ
と
で
め
る
の
に
、
敢
授
は
、
こ
れ
を

【日日〈町一白勺門出向=門出

D
『仲}】同町戸山町

と
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
く
の
如
き
誤
解
を
招
い
た
の
は
、
恐
ら
く

は
町
三
E
O
『
色
E
q
L
」
い
ふ
一
字
か
ら
で
あ
ら
う
と
思
ふ

。
こ
の
文
字
は
、
全
く
こ
の
場
合
に
不
通
営
で
め
っ
た
。

hu
し
ろ
、
私
の
日
本
文
の
原
文
そ
の
佳
に
直
課
し
て

日
』
〕

mRUE-

仏内〈向
}
C勺

Em--z
。
『
岳
町
子
。
ω
ご
ロ
g
z
E
m
と
す
べ

き
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

へ
ラ
ン
ダ
数
授
の
紹
介
と
批
評
に
劃
し
、

こ
、
に
厚
〈
戚
謝
す
る
。
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